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Ⓒ2019「最初の晩餐」製作委員会

Ⓒ2019「閉鎖病棟」製作委員会
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食欲の秋、芸術の秋、文化の秋
紅葉と一緒にさまざまな“秋”を満喫する「上田城紅葉まつり」の内容をご紹介します。
昨年、まつりを大いに湧かせた、全国から武将隊が集まりステージを繰り広げる
戦国GIG 凱-KACHIDOKI-が今年も開催決定！

時　　間 イベント
9:45～ オープニングセレモニー

10:00～10:40 信州上田～歌と愛を紬～大使 野
の

村
むら

美
み

菜
な

歌謡ショー
11:00～11:30 信州真田鉄砲隊演武
12:00～12:45 ダンスショー（Dance-Spirits）
13:00～14:45 信州上田真田太鼓サミット

15:00～15:45

BLACK BOTTOM BRASS BAND による
パレード＆ミニLive ！
日本で唯一のニューオリンズスタイルブラスバンド、
BLACK BOTTOM BRASS BANDが、市民とともに結成
した「マチ×マチ フェスティバル スペシャル楽団2019」と一
緒に会場を盛り上げます。

時　　間 イベント

10:00～16:00

戦国GIG 凱-KACHIDOKI-
地元の信州上田おもてなし武将隊をはじめ、仙台（宮城）、行
田（埼玉）、上越（新潟）、名古屋（愛知）、熊本で活躍する武将
隊が大集結。歴史好き、武将好きにはたまらない。そうでな
くとも見れば釘づけ！笑いあり、涙ありのステージは必見で
す！第三次上田合戦の幕開けじゃ！

イベント 内　　　　　　容
上田城二の丸横丁 上田地域のご当地グルメや特産品が集結！
姉妹都市等観光物産展 上越市、沼津市の特産品などを販売します。

甲冑着用体験
赤備え紙甲冑の着用体験。上田城をバックに
写真を撮ろう！

●期日　11月２日㈯・３日（日・祝）
●場所　上田城跡公園 旧市民会館駐車場

上田城跡公園
けやき並木ライトアップ
日本夜景遺産に認定された幻想的な風景をお
楽しみください。
●期間　10月26日㈯～11月４日（月・振休）
（紅葉の状況により期間を変更する場合あり）
●時間　日没～22：00
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◇２日㈯・３日（日・祝）10:00～16:00

第４回　上田菊花展
心を込めて育てた菊をご覧ください。
●期間　10月26日㈯～11月10日㈰
●時間　9:00～16:00（最終日は12:00まで）
●場所　上田城跡公園本丸跡
　上田菊花展実行委員会（三浦）
　　TEL090・1543・4343

　信州上田まつり実行委員会事務局（  観光課内）　TEL23・5408

　信州上田フィルムコミッション　TEL71・6075（  観光課）

BLACK BOTTOM BRASS BAND

（※天候等により予告なくスケジュールを変更する場合があります）
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11月1日㈮から、上田市内で撮影が行われた
２つの映画が公開されます。
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今住んでいる地域の行事に参加していますか

当てはまる どちらかといえば当てはまる
どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

グラフ

②

上田市

長野県

全国

中学生

32.8 

35.1 

21.0 

35.3 

35.4 

29.6 

19.4 

19.1 

26.1 

12.4 

10.2 

23.2 

小学６年生・中学３年生 共通
現状と課題 今後に向けて

地域行事への参加に向けて 例年、地域行事への参加は良い傾向が続いており、地域とのつな
がりの良さが表れています。学校においても、保護者や地域の人
との協働による学習や行事、安全・環境面での活動等が全国に比
べて大変活発に行われています。今後も、コミュニティスクール
を通じた連携を大切にしていきます。　　　
家庭学習の時間増加や内容の充実は、学びの定着と分かる喜びに
つながります。「家で、自分で計画を立てて勉強している」児童・
生徒も年々増加しています。学校では、家庭学習の手引きの作成、
生活学習ノート「紡ぐ」の活用、週末課題等の取り組みを継続し
ていきます。今後も、家庭学習の時間の増加傾向を持続できるよ
うに、テレビやゲーム、スマートフォンなどのメディアコントロー
ルの指導と併せ、保護者の皆さんの理解と協力をいただきながら、
共に家庭学習の充実を目指していきます。

上田市の児童・生徒の地域行事への参加の割合は、長野
県全体と同様に全国よりも大変高い傾向が見られます
（グラフ①・②）。中学生よりも小学生が積極的に地域行
事に参加できている状況が伺えます。

家庭学習の充実を目指して

上田市の児童・生徒の家庭学習の時間については、少し
ずつ増加している傾向が見られます（グラフ③・④）。
一方、学習時間 30分未満の児童・生徒の割合は、小学
６年生で 6.5％、中学３年生で 6.8%でした。

小学６年生
教科 現状と課題 今後に向けて

国語

平均正答率は、63.3%で、ほぼ全国値と同等でした。
「話す・聞く」に関わる問題については、全て全国値を上回りました。
「書く」に関わる問題では、「図表やグラフなどを用いて自分の考えが
伝わるように書くこと」、「目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく
書いたりすること」で全国値を下回り、「情報を相手に分かりやすく伝
えるために工夫して書くこと」に課題が見られました。

調査したことをまとめ、報告する文章を書く
授業等の際に、伝えたい相手を明確にすると
ともに、図表やグラフを用いたり、自分の考
えとその理由を明確にしたりして書くことが
できる力を養いたいところです。

算数

平均正答率は、64%で、全国値を2.6ポイント下回りました。
「整数と小数の計算」や「棒グラフの読み取り」は全国値を上回りました
が、「目的に適した伴って変わる二つの数量を見いだすことができる
（数量関係）」、「複数の数量から必要な数量を選び、立式する（数と計
算）」など、数学的な見方や考え方を働かせながら、複数の情報から必
要なものを選択して解決することに課題が見られました。

児童にとって身近な生活場面を題材にして、
多くの情報から必要な数量を見いだしたり、
複数の情報から必要な数量を選択して立式し
たりしながら問題を解決する経験を重ねてい
きたいところです。

中学３年生
教科 現状と課題 今後に向けて

国語

平均正答率は、72.6%で、ほぼ全国値と同等でした。
領域別に見ると「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は全国
値を上回りましたが、「話す・聞く」、「書く」、「読む」の各領域はやや
下回りました。
言語文化である「封筒の書き方を理解して書くこと」は、よくできてい
ました。しかし、「文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える力」
に弱さが見られました。

「授業では、目的に応じて、自分の考えを話
したり書いたりしている」と答える生徒が
年々増えています。この良さを伸ばすととも
に、いろいろな付随資料を基に、文章の僅か
な記述の違いを的確に捉え、内容を正確に読
み取る力を授業や家庭での読書などを通じて
育みたいところです。

数学

平均正答率は、58.6%で、全国値を1.2ポイント下回りました。
領域別では「数と式」、「図形」の領域に弱さがありました。
「連立二元一次方程式を解く（数と式）」、「反比例の表から式を求める
（関数）」等の問題で、基礎の理解と具体的な場面で活用する力が不足
する様子が見られました。
問題形式では今まで苦手としていた「記述式」に改善傾向が見られまし
た。

言葉や式で説明する問題に対して、「途中で
諦めることなく取り組んだ」と答える生徒が
年々増えています。
今後さらに、弱さの見られた領域や単元で、
体感的な学習や補充的な学習を通して理解を
深め、基礎的な力を定着させることと、数学
の有用感を育む学びを重ねたいところです。

英語

平均正答率は、53.2%で、全国値を2.8ポイント下回りました。
技能別では「読むこと」、「書くこと」の順に正答率が低く、特に接続詞
を選ぶことに弱点が見られました。どれも「まとまりのある英文」の要
点や概要を把握するための力が求められました。
「聞くこと」の技能は他の技能に比べ平均正答率が高めで、小学校の外
国語活動の経験が生かされていると考えられます。

基本的な語や文法を理解し、授業の中で活用
して表現する深い学びが求められています。
「まとまりのある文」への取り組みを増やし、
小学校から身に付けてきたリスニングの力を
伸ばすことで、「読むこと」の力を高めていき
たいところです。

　学校では「分かった」、「できた」という児童・生徒の声がさら
に増えるように、授業改善を継続して学力の定着と向上に努める
とともに、よりよい生活習慣や学習習慣を身に付けることができ
るよう、家庭や地域との連携をさらに深めていく必要があります。
　市教育委員会では、調査結果を有効に活用し、今後も児童・生
徒の「学力向上」と将来の礎となる「豊かな心」と「生きる力」
を育む施策の立案・実践に生かしていきます。

❷❷  生活習慣や学習習慣に関する調査生活習慣や学習習慣に関する調査

❶❶  教科に関する調査教科に関する調査

今住んでいる地域の行事に参加していますか

当てはまる どちらかといえば当てはまる
どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

グラフ

①

上田市

長野県

全国

小学校

66.8 

63.7 

37.2 

24.0 

25.8 

30.8 

6.2 

7.4 

18.6 

2.9 

3.1 

13.4 

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、
１日あたりどのくらいの時間、勉強しますか
３時間以上 ２時間以上３時間未満
１時間以上２時間未満 30分以上１時間未満
30分未満 全くしない

グラフ

③

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

小学校

6.9 

8.0 

7.7 

6.9 

5.6 

16.1 

18.4 

16.4 

15.6 

13.5 

45.2 

45.8 

38.3 

41.0 

40.1 

25.3 

19.8 

27.7 

25.3 

29.4 

5.2 

6.4 

7.4 

8.8 

8.6 

1.3 

1.5 

2.3 

2.2 

2.5 

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、
１日あたりどのくらいの時間、勉強しますか
３時間以上 ２時間以上３時間未満
１時間以上２時間未満 30分以上１時間未満
30分未満 全くしない

グラフ

④

令和元年度

平成30年度

平成29年度

平成28年度

平成27年度

中学校

6.6 

6.9 

6.5 

5.1 

6.4 

24.2 

20.1 

24.0 

21.9 

23.0 

42.9 

39.8 

41.3 

40.9 

42.3 

19.2 

23.2 

21.2 

21.8 

20.0 

4.8 

7.5 

5.2 

7.5 

5.9 

2.0 

2.6 

1.7 

2.7 

2.4 

全国学力・学習状況調査
市内児童・生徒の調査結果を公表
　全国・学力学習状況調査は、児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析して、指導方法の検証・改善や教
育施策の改善・充実につなげることを目的としています。
　今年４月に市内の全小・中学校が参加した調査の結果について、概要をお伝えします。なお、この調査結果は、
児童・生徒が身に付ける学力の一部であることをご承知ください。

対　象 　小学６年生（25校）、中学３年生（11校）
内　容  　①  教科に関する調査　●小学生／国語・算数　●中学生／国語・数学・英語
　　　　　　②生活習慣や学習習慣に関する調査

　  学校教育課　TEL23・5101

※グラフの合計値は100にならない場合があります。
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●なぜ活動を始めようと思ったのですか？
　見晴公園の展望台には五寄社というお宮があり、柳沢自
治会では展望台を活用した秋祭りを毎年実施しています。
近年、住民同士のコミュニケーションが少しずつ希薄に
なってきていること、また展望台に行くまでの道が風雨に
よって削られ歩行が困難になっていることから、お祭りへ
の参加者が減少してきていると感じていました。
　地域の財産である五寄社や地域の文化を住民に伝え、ま
た展望台までの遊歩道などを住民みんなで整備すること
で、地域愛や連帯感が高まり、自治会活動の活性化につな
がると考えました。

●どのような活動をしていますか？　
　以前のように、五寄社に多くの人に参拝してもらえるよ
う、展望台に続く遊歩道を整備しました。子どもたちや高
齢者にとって安全で歩きやすい階段や、自動車も通れる道
路を整備し、併せて、展望台への道中や五寄社に案内看板
を設置しました。遊歩道の階段整備では、若い人たちも熱
心に参加してくれ、地域の一体感が生まれました。
　また、古い資料を整理して冊子「柳沢誌-近代における柳
沢の人々の暮らし-」をまとめ、年内に柳沢自治会の住民へ
の配布を予定しています。これは、単に地域の歴史を記す

のではなく、戦
後のこの地域の
人々の暮らしや
行事などの生活
習慣を後世に伝
えるためにまと
めたものです。

●活動への想いをお話しください

　遊歩道を整備し、小さな子どもからお年寄りまでみんな
が再び展望台に行くことができるようになったことで、新
たな地域のつながりが生まれてほしいです。
　また、桜を見にきたり展望台からの眺めを楽しみにきた
りと、地域外から人が訪れている姿が見られるようになり
ました。この地域を離れた人も帰省などで戻ってきた際に
は、展望台からの素晴らしい眺望を味わって、子どもの頃
を懐かしんで、地元の良さを感じてほしいです。

●今後の展望を教えてください
　私たちの子どもの頃は、結婚式やお葬式などの冠婚葬祭
は、近所の協力なしには成り立ちませんでした。今回の活
動をきっかけに、地域のつながりの重要性を若い人たちに
も感じてもらえたと思います。環境整備はできたので、今
後は活動を継続していくことが大事です。高齢化率が高い
地域ではありますが、柳沢地域の良さを住民、特に若い人
たちに継承していきたいです。

市の人口（平成31年４月１日現在）
人口：157,480人　男：77,228人　女：80,252人　世帯数：67,783世帯
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市の人口（令和元年９月１日現在）
人口：157,173人　男：77,006人　女80,167人　世帯数：68,040世帯
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